道路構造物のストックマネジメントのための技術動向 by 池田 一壽 & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2007年 5月号




　我が国の経済や国民の暮らしを支えている道路構造物は、1955 年から 70 年の高度成
長期に集中的に建設されたため、2020 年から 30 年頃をピークに、道路構造物が一斉に
劣化し、維持管理・更新の投資負担が急激に増大すると懸念される。高度成長期に建設
された橋梁は全橋梁数の約 34％、トンネルでは全トンネル数の約 25％を占め、約 20 年
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高度成長期（1955 ～ 1973 年）に
建設された社会資本は膨大なスト
ックがある。これらの更新時期は
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河川 30 40 無限大
ダム 50 80
砂防 30 47 67
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中性化 塩害 凍害 化学的侵食 アルカリ骨材反応 疲労
劣化指標
中性化深さ イオン濃度 凍害深さ 劣化因子の浸透深さ 膨張量 累積損傷度
鋼材腐食量 鋼材腐食量 鋼材腐食量 中性化深さ （ひび割れ） 鋼材の亀裂長
鋼材腐食量
電気化学的方法
自然電位法 ◎ ◎ ○ ○ ○
分極抵抗法 ◎ ◎ ○ ○ ○
応力測定法 載荷時のひずみ測定 ○ ○ ○ ○ ○ ◎
変形測定法 載荷時の変形測定 ○ ○ ○ ○ ○ ◎
目視・写真撮 双眼鏡、カメラ、変形 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
打音法 打撃音、波形解析 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
反発硬度法 テストハンマー強度 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
赤外線法 表面の赤外線映像 ○ ○ ○ ○ ○
はつり試験
中性化深さ ◎ ◎ ○
鋼材腐食状況 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
鋼材引張強度 ○ ○ ○ ○ ○ ○
採取したコアに
よる試験
中性化深さ ◎ ◎ ○
外観検査・ひび割れ深さ・
錆等の深さ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
圧縮強度・引張強度・弾性係数 ○ ◎ ◎
配合分析 ○ ○ ○




細孔径分布 ○ ○ ◎ ◎ ○
気泡分布 ◎
















（赤外線法） 表面剥離 ○ ○ ○ ○ ○
電磁波を利用する方法
（Ｘ線法） 鋼材位置・径、空隙、ひび割れ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
磁気を利用する方法 鋼材位置・径 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
電気を利用する方法 誘電率・含水率 ○ ○ ○ ○ ○ ○
載荷試験（静動） ひび割れ発生・剛性 ○ ○ ○ ○
載荷試験（振動） 固有振動数、振動モード ○ ○ ○ ○
凡例　◎：劣化の程度にかかわらず有効、○：劣化の程度によっては有効、無印：参考になることもある                              参考文献 16）より転載
科 学 技 術 動 向　2007年 5月号













































































































































科 学 技 術 動 向　2007年 5月号














































































図表 13秣　加熱停止 300 秒後の熱画像（表紙カラー図参照）
提供：中央大学大下英吉教授
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局部腐食鉄筋 30 0.463 0.526
参考文献 20）を基に科学技術動向センターで作成
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05）  国土交通省道路局 道路統計年報
2006（平成 16年度）
06）  玉越隆志、小林寛、武田達也：
7   まとめ 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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ISTEA：Intermodal Surface Transportation Efficiency Act　「陸上交通効率化法」
TEA‐21： Transportation Equity Act for the 21st Century　「21世紀に向けた交通最適化法」





RCCM： Registered Civil Engineering Consulting Manager　「シビルコンサルティングマネージャ」
PFI：Private Finance Initiative　「プライベート・ファイナンス・イニシアティブ」
■略語のフルスペル■
執　筆　者
推進分野ユニット
池田　一壽
科学技術動向研究センター
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
蘋
国土交通省にて東京外かく環状道路の調
査・設計、国道の維持・管理などに従事。
現在、第3期科学技術基本計画における「社
会基盤分野」の調査・研究を担当。技術士
（総合技術監理部門、建設部門）。
